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装いの基本（服装等の基準） 

〇服装は、高校生らしい品位を保つように努める。 

〇制服はすべて本校指定のものを着用する。 

項    目 基    準 

靴 ・本校指定の靴とする。 

ス リ ッ パ ・本校指定のスリッパとする。 

カ  バ  ン ・本校指定のカバンとする。（不必要な装飾品等はつけない） 

補 助 バ ッ グ ・色が華美でないものとし、バッグの口が閉まるものがのぞましい。 

制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

服 

制服の着用に関しては、気候の状況や個人差もあるので、コーディネートは各人の判断に任せる。 

＊目安として、夏服は６月上旬から９月下旬とする。 

冬服（中間服を含める）は１０月上旬から５月下旬とする。 

＊入学式・卒業式は冬服で正装とする。 

男 

 

子 

 

制 

 

服 

ズ ボ ン ・学生ズボンを着用する。 

ベ ル ト ・皮革または布製の黒・紺・茶系のものとする。（アクセサリー等はつけないこと） 

上 

着 

冬 服 ・上着（ブレザー）、長袖カッターシャツ、ネクタイを着用する。 

夏 服 ・半袖シャツを着用する。 

中間服 ・長袖カッターシャツにネクタイを着用する。 

靴  下 
・市販の白・黒の無地（商標のワンポイント可）又はＯＢＭ靴下とする。ただし、くるぶ

しが確実に隠れる長さ（くるぶしソックス不可）とする。なお、式典時は白のみとする。 

女 

 

子 

 

制 

 

服 

スカート 
・スカート裾は膝の真ん中とする。また、市販のリクルートスーツ(黒・紺・グレーの無

地)でスラックスの着用も認める。ただし、事前に生徒支援部のチェックを受けること。 

リ ボ ン ・所定の位置に正しく着ける。 

上 

着 

冬 服 ・上着（ブレザー）、長袖ブラウス、紺色ニットベスト、リボンを着用する。 

夏 服 ・半袖ブラウスを着用する。 

中間服 ・長袖ブラウス、紺色ニットベストにリボンを着用する。 

靴  下 

・市販の白・黒の無地（商標のワンポイント可）又はＯＢＭ靴下とする。ただし、くるぶ

しが確実に隠れる長さ（くるぶしソックス不可）とする。なお、式典時は白のみとする。 

・冬は、ペールオレンジ（うすだいだい）色のストッキング及び黒タイツ（８０～１２０

デニール）を着用してもよい。ただし、体育や式典等では黒タイツを着用しない。 

髪 
 
 
 

型 

男   子 

・見苦しい髪、特異な髪や不潔な感じを与える長髪やパーマ等の加工は禁止する。ただし、

くせ毛の縮毛矯正・ストレートパーマについては、保護者からの申請があれば認める場

合がある。 

・そり込み、染髪、脱色等の加工は禁止する。 

・前髪の長さは眉下のラインまでとし、額・眉が見えるようにする。横は耳にかからない、

後ろは襟にかからないこと。 

・もみあげは耳の穴までの長さとする。 

女   子 

・長い髪はくくること。（くくる場合は黒・こげ茶・紺色のゴムとする） 

・前髪の長さは目にかからないこと。また、額と眉が完全に隠れず、清潔感があること（額・

眉が見えるようにする）。ただし、１学期を試行期間とする。目にかかる場合は、ヘア

ピンで留める。後ろ髪は、襟の下の線にかからないこと。横髪も同様とする。 

・パーマ、染色等の加工は禁止とする。ただし、くせ毛の縮毛矯正・ストレートパーマに

ついては、保護者からの申請があれば認める場合がある。 

・髪飾り等をつけないこと。 

防  寒  具 

・マフラー・ネックウォーマー・ひざ掛けは華美でない色・柄を許可する。 

・コート（膝上丈まで、商標のワンポイント可）・ダウンジャケット（腰丈、商

標のワンポイント可）の着用を認める。色は黒・紺・グレー・茶の無地とする。 

眉     毛  ・剃らない・抜かないこと。 

そ  の  他 
・整髪料・化粧・イヤリング・指輪・ネックレス・ピアス・マニキュア・口紅・カラーリ

ップ・カラコン・アイプチ等は禁止する。 
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携帯電話の使用に関する規定 

 

「携帯電話使用規定」は、県高校長会公立部会、県高Ｐ連など４者協議を踏まえ、令和元年

７月２５日付け３１教児支第１１４号「県立学校における携帯電話等の指導方針について（通

知）」及び、保護者からの要望による登下校の安全管理面を配慮した校内持込み許可を定めた

ものであり、校内での携帯電話の使用については認めていない。よって以下のことを確認する。 

 

１ 校内持込みは許可制とし、事前に別紙「携帯電話校内持込み許可願」を提出する。 

 

２ 校内での使用規定（校内とは、校門から学校の敷地でグラウンド・駐輪場も含む） 

（１）校内での使用を原則禁止する。ただし、職員室等での使用を認めることがある。 

※他人の携帯電話を校内で使用した場合も預かりの対象となるので留意すること。 

（２）校内では必ず電源を切る。 

校外で電源を切り、鞄の中に収納しておくこと。着信音・アラーム音等の鳴動や鞄の外

に出したり、手に所持している場合は「使用」と見なす。 

（３）校内での使用が発覚した場合、一旦預かり、次の流れで返却を行う。 

ア．１回目・・・・・保護者に対して返却(当日から可)とし、反省文を提出する。 

イ．２回目以降・・・原則１週間学校で預かり、反省文を提出したあと保護者に対して

返却する。 

（４）端末を利用した不正行為（定期考査を含む全てのテストにおいて）、違法行為（盗撮・

聴取・録音ほか）を厳禁する。 

 

３ 校外での使用規定 

（１）校外での学習・学校行事・部活動等は、集合時から解散（学校発着の場合はその移動時

間も含む）までの使用を原則禁止とし、電源を切り、鞄の中に収納しておくこと。 

ただし、教員の指示により使用を認めることがある。 

（２）上記３（１）に反した場合は校内使用と見なし、上記２（３）の規定を適用する。 

（３）上記３（１）以外の時に校外で使用する場合は、他人の迷惑にならない場所を選び、マ

ナーとルール（法律）を必ず遵守し、次の行為を禁止する。 

①歩きながらの使用（歩きスマホ・ながらスマホ） 

②イヤホンの使用 

③自転車を運転しながらの使用 

④列車・バス等の車内でのマナーモード以外での使用（音楽・通話は厳禁） 

⑤店内や店出入り口等、人の往来が多い所での使用 

⑥校門前、店舗の前、駅構内、バス停などで地面に座り込んでの使用 

⑦その他公衆道徳に反する使用 
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（４）ＳＮＳやブログ・掲示板等で他者を誹謗・中傷（悪口など）し、仲間はずれを含む攻撃

的な書き込みで精神的な苦痛をもたらすことを厳禁する。また書き込みによる喧嘩も厳禁

する。 

（５）ネット上に他者の写真や動画を流布拡散させることを厳禁する。 

 

４ 校内での紛失・破損 

校内での携帯電話の紛失については、本人及び保護者の責任とする。ただし、状況によっ

ては、外部等の調査を依頼し、厳粛に対応することもある。また、勝手に他人の携帯電話を

寸借・使用・破損させた場合には、特別指導の対象とし、その損害に対しては、双方の保護

者間で解決し、学校は責任を負わない。 

 

５ 家庭でのルール作り 

携帯電話の適切な使用や使用時間について、家庭でルールをつくり、適切に管理する。 

 

この規定は、令和２年４月１日から運用する。 

      令和４年４月１日一部改定 

      令和５年４月１日一部改定 
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交通に関する規定 

 

１ 自転車通学 

（１）自転車通学を希望する者は、「自転車通学許可願」を提出し、許可を受ける。 

（２）自転車には必ずロックをする。（二重ロックが望ましい） 

（３）ライトはオートライト（自動点灯式）が望ましい。（点灯忘れ防止の為） 

（４）次の場合は、自転車通学を取り消すことがある。 

ア．交通事故を起こした場合。 

イ．道路交通法や学校の交通に関する規定に違反した場合。 

 

２ 原動機付自転車の免許取得 

原動機付自転車（バイク）の免許の取得は、次の条件に基づいて許可する。 

（１）原付（50ccまで）免許の取得は、通学用に限り許可する。 

（２）原付免許の取得を希望する者は、「バイク免許取得・通学許可願」を提出し、許可を受

ける。 

（３）原動機付自転車による通学は、自宅から利用するバス停留所までが３ｋｍ以上であるな

ど大きな支障がある場合、自宅から当該バス停留所までを許可する。 

（４）原付免許の取得は、１年以内に、無免許運転、２人乗り、その他の交通ルールの違反、

及び非行等により特別指導を受けていない者に許可する。 

（５）免許取得のための受験は、原則として長期休業中とする。ただし、行事の振替休日等に

許可することもある。 

（６）１年生については、原則として許可しない。２・３年生については、上記の規定に従っ

て許可する。 

（７）以下の項目に抵触した場合は許可を取り消す。 

①バイク通学の必要がなくなった場合には、直ちに申し出て、その通学を取り消す。 

②次の場合は、バイク通学を取り消すことがある。 

ア．交通事故を起こした場合。 

イ．道路交通法や学校の交通に関する規定に違反した場合。 

ウ．バイクを通学以外に使用した場合。 

（８）車両運転免許取得者は、次のことを厳守する。 

①車両の貸借をしない。 

②交通違反及び交通事故等をおこした場合は、直ちにその事を申し出る。 

 

３ その他 

（１）自転車、原付ともに２人乗りをしない。 

（２）農耕用の小型特殊運転免許の取得は、申し出により許可する。 

（３）道路交通法の歩行者規定を守る。 
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普通・準中型自動車運転免許取得に関する規定 

 

１ ３年生について、次の条件で普通・準中型自動車の免許取得を許可する。 

（１）普通・準中型自動車の免許については、長崎県公安委員会より公認された所定の自動車

学校で取得するものとする。 

（２）自動車学校への通学は、就職決定者・自営業決定者及び進学決定者について許可する。 

（３）本校が指定する自動車学校（放課後から通学可能な学校）は次の４校とする。 

「諌早自動車学校」「かんこう自動車学校」「島原自動車学校」「雲仙自動車学校」 

（４）自動車学校への通学開始日は、２学期中間考査終了日以降とする。なおその後、各定期

考査の発表日から考査期間中は通学を禁止する。 

（５）自動車学校への通学は、次の条件を満たしている者に許可する。 

①通学開始日の１年以内に学校での特別指導を受けていない者とする。 

ただし、審議のうえ許可することもある。 

②第１学期期末考査と第２学期中間考査成績の平均点が、全科目において３０点以上の成績

を修めている者とする。ただし、第２学期中間考査が実施されない科目については、第１

学期期末考査成績が３０点以上であることとする。 

③第２学期中間考査までの各教科・科目の欠課時数が１／３を超えていない者とする。 

④進路先が決定した者（縁故就職を含む） 

⑤容儀面に問題が無い者。 

⑥申請時に校納金を完納している者。 

⑦特殊な事情がある場合は、別途審議する。 

（６）２月の学校行事（登校日など）には必ず出席する。その時の自動車学校への通学は禁止

する。 

（７）実技検定試験修了書は、卒業式まで自動車学校に預かってもらい、卒業式後、学科試験

を受けるものとする。 

 

２ 普通・準中型自動車運転免許取得のための校内手続きを、次のとおり定める。 

普通・準中型自動車運転免許の取得希望者は、所定の注意事項を確認のうえ、「普通・準

中型自動車運転免許取得願」を担任に提出し、許可を受けること。許可された者には「自動

車学校通学許可証」を交付する。 
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３ 留意事項 

（１）１の（５）の許可規定①～⑦を満たせなかった者は、２学期中間考査終了日からの自動

車学校への通学は許可しない。ただし、次の条件のもとで許可する。 

ア．許可規定①を満たせなかった者は、学年末考査終了後の自宅学習期間から許可する。 

イ．許可規定②、③を満たせなかった者は、その後の定期考査において条件が満たされれ

ば、その時点からの通学を許可する。ただし、再び条件が満たせなくなった場合は、通

学を中断させる。 

ウ．許可規定⑤を満たせなかった者は、学年末考査終了後に上記留意事項に該当しない場

合許可する。 

（２）１の規定以外にも、生活態度不良の者については、審議のうえ通学を許可しない場合も

ある。 

（３）指定自動車学校以外への入校及び夜間の通学は禁止する。 

（４）無届け入校については特別指導の対象とする。 

（５）問題となる行動を起こした場合は、直ちに通学を停止させる。 

（６）通学には制服・製靴を着用する。ただし、女子生徒の服装については自動車学校の指示

があれば，それに従うものとする。 

（７）「仮免検定」「卒業検定」の受験は、自動車学校から学校へ連絡があった者に限る。 

平日受検の際の出欠の取り扱いについては、「出席」扱いとする。   

（８）自動二輪の免許取得は原則として許可しない。 
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アルバイトに関する規定 

 

アルバイトは、以下の規定に従って、許可することがある。 

 

１ 許可条件 

（１）家庭の経済的事情で就学が困難と思われる場合。 

（２）特別の事情がある場合。 

（３）生活面等で特に問題がないと思われる場合。 

（４）１年生は原則禁止。 

 

２ 期間及び時間 

（１）許可条件を満たした場合、春、夏、冬休み中と進路先決定後の３年生の土日祝日、自宅

学習期間中のアルバイトを許可する。ただし、登校日を優先すること。 

（２）特別の事情がある場合、審議のうえ上記（１）の期間以外でも土、日、祝祭日に限って

許可する。 

（３）長期休暇中及び３年生の自宅学習期間中のアルバイト期間は、休暇期間の２／３以下の

日数とする。 

（４）午後８時までに帰宅すること。 

 

３ 許可手続き 

（１）原則として就労する日の 10 日前（長期休暇中は休暇の始まる 10 日前）までに、保護者

と相談のうえ、クラス担任へ「アルバイト許可願」を提出する。 

 

４ その他 

（１）バイクを使用する業務は認めない。 

（２）新聞配達など長期間の業務を認める場合もある 

（３）アルバイト終了後、所定の様式に基づいて「アルバイト報告書」を提出する。提出しな

い者は以降認めないこともある。 

（４）無届アルバイトについては、校則違反として特別指導の対象となる。 

（５）成績不振者については、許可しない。 

（６）アルバイト許可後、生活面等で問題が見られる場合は、許可を取り消すことがある。 

  

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

登下校・外出時間等に関する規定 

 

１ 下校時間について 

下校の時間は、原則として次のとおりとする。 

４月～10 月・・・・・午後７時 00 分 

11 月～３月・・・・・午後６時 30 分 

なお、上記の時間をこえて学校に残る場合は、許可を受ける。 

 

２ 外出時間について 

外出は、午後８時までを原則とする。 

 

３ 土日祝祭日及び長期休業中等の部活動への登下校について 

（１）部で統一したジャージや学校ジャージの着用を認める。 

（２）統一したジャージがない部活動については、顧問が認めているジャージ等を顧問の判断

で許可するが、統一した服装を優先すること。 

（３）文化部については、その日の活動内容によって顧問の指示でジャージでの登下校を許可

する。 

（４）補習等への登下校は制服を着用すること。 

 

４ 生活について 

学校生活に必要のない物品は持参しない 

※漫画本等雑誌、トランプ等カード類、ゲーム類、音楽機器類、菓子類等々についての校内

持ち込みは禁止。（見つけた場合は預かる） 
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諸許可願及び諸届に関する規定 

 

１ 次の各事項については、所定の様式により「許可願」を提出する。 

（１）旅行 

（２）アルバイト 

（３）校内での集会 

（４）校外での集会 

（５）自転車通学 

（６）バイクの免許取得・通学 

（７）自動車学校通学 

（８）小型特殊運転免許取得 

（９）携帯電話を学校に持ち込む場合 

（10）異装 

 

２ 次の各事項については、届け出て許可を受ける。 

（１）外出（登校後、一時校外に出る） 

（２）掲示物（ポスター等）の掲示、ビラ等の配布、出版物の刊行 

（３）金銭の徴収や物品の販売 

（４）学校の施設・設備・備品等の使用 

（５）特別室や保健室の利用 

（６）外来者との面会 

 

３ 次の各事項については、申し出て所定の手続きをとる。 

（１）学校の施設・設備を誤って破損した場合 
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メ モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


